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開設の⽬的・概要　等
現代社会は、ストレス社会とも⾔われ多くの⼈々がストレスを抱えている。ストレスの軽減は⾮常に重要であり、⼤きな社会的課題のひとつである。本研究講
座では、居住環境がストレスに与える影響について、医学・⽣理学、ならびに⼯学・建築学の両⾯から総合的に研究し、ストレス軽減に必要な居住環境的条
件とその⽣理学的メカニズムを明らかにすること、その成果を踏まえた最適な居住環境を提案し、それらがストレス軽減社会の実現に資することを⽬的とする。


